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プレイ人数：２～６人 

 

概念： 
プレイヤーはサイコロを振って、カードに示された

目の組み合わせと、同じ組み合わせの目を出します。

得点の合計が一番高い人が勝利します。 
 

入っているもの： 
・６面のサイコロ５つ 

・組み合わせカード２４枚 

・ルール 1枚 

 

プレイの準備： 
１．カードはよく切って、4 枚のカードを開いてテー

ブルにおきます。 
２．残ったカードは、裏向きの山にして、手の届く所

に置きます。 
３．一番年下のプレイヤーから始めます。 
 

プレイの手順： 
・プレイヤーは自分の順番が来たら、引き札の山から

カードを１枚めくって、テーブルの上に開きます。そ

して、これをすでにテーブルに並んでいるカードに加

えます。 
 
・プレイヤーは１回目に５つのサイコロを取って、振

ります。 
 
 
 

・サイコロを振って出た目が、カードに示された目の

組み合わせの１つと同じだった場合、プレイヤーは対

応するカードを獲得し、自分の前に表を向けて置きま

す。 
そのプレイヤーはサイコロを左隣のプレイヤーに渡

します。 
 
・サイコロを振って出た目が、どのカードの目とも一

致しなかった場合、または、より得点の高いカードを

勝ち取りたい場合には、プレイヤーはどのカードの組

み合わせを出すか、先に宣言しなくてはいけません。 
 
・プレイヤーは、１個または数個のサイコロを取って

おいて、残りをもう一度振って、先に宣言していたカ

ードに挑戦します。 
 
・2 投目も希望の組み合わせの目が出なかった場合に

は、３投目を行いますが、３投目が最後です。 
重要：手番のプレイヤーは、サイコロを振るたびに、

いくつのサイコロを振るのか、自由に決める事ができ

ます。そして、先に振ったサイコロをいくつか、その

ままの目でとっておくことができます。（１個も取って

おかなくてもかまいません。） 

 
・プレイヤーの３投目にも、宣言した組み合わせの目

が出なかった場合（指定したカードを変える事できま

せん）には、左隣のプレイヤーの手番となります。 
 
この場合、次のプレイヤーには２つの選択肢があり

ます： 
 
１．再び挑戦：この場合プレイヤーは、相手の取りそ

こなった組み合わせを勝ち取るために、サイコロを２

投目まで振って、指定の目を出すことができます。こ

の場合も、いくつのサイコロをとっておくか自分で決

める事ができます。 
（訳注：前のプレイヤーのサイコロを、そのままとっ

ておくことができます。） 
 
２．やりなおし：この場合プレイヤーは、新しいカー

ドを１枚引いて、すでにテーブルに並んでいるカード

に加え、全てのサイコロを振ります。こうして、通常

の手番を始めます。 
 

イアッツの発生 
 もしプレイヤーがすべてのサイコロが同じ目であれ

ば、イアッツです。 
この場合、そのプレイヤーは、テーブルに並んだカ

ードから好きなカードを獲得して、もう一度手番を行

う事ができます。 
 

勝者・・・ 
 ゲームは引き札の山がなくなるまで続きます。 
山がなくなったら、プレイヤーは、自分の獲得したカ

ードの得点（得点は１枚ずつ赤い丸の中に記されてい

ます）を合計して、スコアを出します。 
最も多くの点数を獲得したプレイヤーが勝利します。 

 
 
 
 
 
 
 
制作：キダルトゲーム・ 

ネバーストッププレイイング 

 

このゲームは2004年に無料配布されたゲームです。 

 

「キダルトゲーム」は、ミラノにて2007年まで活動

していたゲーム会社でした。 
代表作として、現在ラベンズバーガーから出版され

ている「パウワウ」の元となった「コヨーテ」があり

ます。 
また初期のゲームには、ポルターダイス、ダイスラ

ン、ダイスランドがあり、後期にはカードゲームの「フ

ァブ・フィブ」「ワズ・バラス」「パラディン」「ドルイ

ド」「カサノバ」が出版されました。 
わたしがこの世界に入って、か

なり初期に親身になっていただ

いた会社です。 
皆様の中に、キダルトゲームの

記憶が少しでも残っていれば幸

いです。 
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